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いきいき茨城ゆめ国体2019のデモンストレーションスポーツである、合気道を習う松
ま つ だ

田 恋
れん

さん（岩間一小 5年）が、大会を盛り上げるため
ペットボトルのふたを利用して製作した、大会マスコット「いばラッキー」の看板
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笠
間
市
で
の
国
体
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
は
、
お
蔭
様
を
も

ち
ま
し
て
全
競
技
が
終
了
し

ま
し
た
。

　
各
係
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
で
一
つ
ひ
と
つ
の
作
業

手
順
を
確
認
し
な
が
ら
運
営

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
視
察
に
お
越
し
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
、
応
援
に
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
来
年
は
、
国
体

が
茨
城
県
、
そ
し
て
笠
間
市

で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
参
加
選
手
の
皆
さ
ん
が
、

思
い
切
っ
て
プ
レ
ー
し
、
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
笠
間
市

も
全
力
で
各
大
会
の
運
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
応
援
よ
れ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

来年はいよいよ本番!

笠間市リハーサル大会 PLAY BACK!

ゴルフ

軟式野球

会場 宍戸ヒルズカントリークラブ

会場 笠間市総合公園市民球場

東北、関東、北信越、東海地区各都県代表および前年度優勝、開催地4チーム、計28チームが競いました。

関東の8都県（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県）が競いました。

　昭和21年、京都府を中心とした京阪神地方で開始され、都道府県持ち回
りで毎年開催されている国内最大のスポーツ大会です。
　競技は都道府県対抗方式で行われ、男女総合優勝である「天皇杯」と、女
子総合優勝である「皇后杯」の獲得を目指して、選手達が熱戦を繰り広げます。
　今年6月には、改正スポーツ基本法が成立したことを受けて、「国民体育
大会」の名称を2023年に佐賀県で行われる第78回大会から「国民スポーツ
大会」に改めることになり、大会の略称を長年親しまれてきた「国体」から「国
スポ」に変更することになりました。

茨城国体マスコット
「いばラッキー」

国体（国民体育大会）とは
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ほかにも、弁当調製業者、協賛企業・団体を募集しています。詳しくは国体HPをチェック→
【問い合わせ】国体推進室（内線242）

国体を一緒に盛り上げてくれる方、募集中!
売店出店者 花いっぱい運動

協力団体
ボランティア
（運営・広報）

合気道（デモンストレーションスポーツ）

クレー射撃 会場 茨城県狩猟者研修センター射撃場

会場 岩間武道館

関東の8都県（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県）が競いました。

県内の20団体・約400人が参加し日ごろの稽古で鍛えた技を披露しました。（招待演武：岩間中学校・友部高校生徒）

　

茨
城
県
で
国
体
が
開
催
さ
れ
る
の

は
、
昭
和
49
年
（
1
9
7
4
年
）「
水

と
緑
の
ま
ご
こ
ろ
国
体
」
以
来
45
年

ぶ
り
で
、
2
回
目
の
開
催
と
な
る
第

74
回
大
会
は
、
2
0
2
0
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
1
年
後
に
控
え
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選
手
を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
大
会
で

も
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
茨
城
国
体
か
ら
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
く
2
年
間
は
、
茨

城
県
そ
し
て
笠
間
市
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま

す
。

　

笠
間
市
で
は
、軟
式
野
球
、ク
レ
ー

射
撃
、
ゴ
ル
フ
（
女
子
・
少
年
男
子
）

の
三
種
目
が
正
式
競
技
と
し
て
、
合

気
道
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
来
年
の
本
番
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
既
存
の
大
会

を
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
位
置
付
け

て
、
係
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
一

つ
ひ
と
つ
の
作
業
手
順
を
確
認
し
な

が
ら
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
本

番
に
向
け
て
改
善
し
、
参
加
選
手
の

皆
さ
ん
が
日
頃
の
力
を
充
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
競
技
運
営
の
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

い
よ
い
よ
来
年
は
国
体

笠
間
市
で
も
開
催
さ
れ
ま
す

国
体
本
番
に
向
け
て
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叙勲受章おめでとうございます

■任免および職員数に関する状況
（1）採用者数の状況
（平成29年10月1日採用）	 （単位：人）

職　種 応募
者数

受験
者数

採用
者数

医療職（看護師） 7 7 2
合　計 7 7 2

（平成30年4月1日採用）	 （単位：人）

職　種 応募
者数

受験
者数

採用
者数

事務職	（A・B・特別選抜・施策提案） 79 72 13
消防職	（消防士・救急救命士） 32 32 6
専門職	（主任介護支援専門員） 3 3 1
医療職	（ 理 学 療 法 士 ） 3 3 1

合　計 117 110 21
（2）退職者数の状況
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）	 （単位：人）

区　分 定年 勧奨 普通
その他 計

一般行政職 10 5 5 20
技能労務職 5 0 0 5
消防職 4 0 0 4
医療職 0 0 3 3
合　計 19 5 8 32

（3）職員数の状況	 （単位：人）

部　門
職員数

H30.4.1 H29.4.1 前年度比
増減

一般行政部門 399 406 ▲7
教育委員会 68 68 0
消防本部 130 128 2

公営企業部門（病院・水道等） 102 100 2
合　計 699 702 ▲3

※�一般行政部門には、議会事務局、農業委員会事務局および監
査委員事務局を含みます。

■人事評価の状況
　人事評価は、地方公務員法に基づき任用、給与、分限
その他の人事管理の基礎として活用するため、公正かつ
定期的に行わなければならないこととされています。
　本市は、平成19年度から「笠間市職員の人事評価に関
する規程」を定めて、「実績評価」、「能力評価」、「態度評価」
の3つの評価項目について実施しています。

■給与の状況（平成30年4月1日現在）
（1）職員の平均給料月額および平均年齢の状況

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 317,612円 42.7歳
消防職 304,160円 37.6歳

（2）初任給の状況
区　分 学　歴 初任給

一般行政職 大学卒 179,200円
高校卒 147,100円

消防職 大学卒 205,200円
高校卒 166,000円

（3）職員手当の状況
区　分 6月期 12月期 合　計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.90月分 0.90月分 1.8月分

（4）特別職の報酬等の状況（平成30年4月23日現在）
区　分 給料・報酬の月額 期末手当
市長

給
料
810,000（900,000）円

  6月 1.575月分
12月 1.725月分
  計   3.300月分

副市長 720,000円
教育長 650,000円
議長

報
酬

460,000円
副議長 425,000円
議員 400,000円

※市長は給料月額の減額措置（10％）を行っています。
　（　）内は減額措置を行う前の金額になります。

人事行政の運営等の状況を公表します
　人事行政の公平性と透明性を高めるため、「笠間市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」の規定に基づき、
平成29年度の市職員の任免や給与、勤務条件などの状況のうち、主なものについて公表します。
　詳しくは市ホームページでもご覧になれます。

【問い合わせ】秘書課（内線552）

平成30年秋の叙勲	 旭日小綬章	 柴
しばぬま

沼　　廣
ひろし

さん（安居）	 元 笠間市議会議員
	 旭日双光章	 上

うえの

野　　眞
まさし

さん（福島）	 元 岩間町議会議員
	 旭日単光章	 小

こさと

里　敏
としろう

郎さん（飯合）	 元 笠間市農業委員会会長
	 瑞宝単光章	 黒

くろき

木　　徹
とおる

さん（住吉）	 元 �障害者支援施設「茨城県立リハビリテー
ションセンター」訓練課長

第31回 危険業務従事者叙勲	 瑞宝双光章	 小
こいけ

池　　明
あきら

さん（南吉原）	元 笠間市消防司令長
	 瑞宝双光章	 成

なりた

田　　均
ひとし

さん（旭町）	 元 ３等陸佐
	 瑞宝単光章	 塩

しおた

田　眞
まさと

人さん（旭町）	 元 法務事務官
	 瑞宝単光章	 戸

と べ

邉　重
しげなり

成さん（吉岡）	 元 ３等陸尉
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0120-650-121 笠間市住吉1364-1（伊勢甚友部スクエア内）

保険無料相談受付中!
36社の保険商品であなたにピッタリのプランを専門家と一緒に選べます！

　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
と
帯
状
疱
疹
は
、
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
起

こ
す
病
気
で
す
。
感
染
し
た
方
（
多
く
は
子
ど
も
）
は
水
痘
に
な
り
、
完
治
し

た
後
も
、
ウ
イ
ル
ス
は
神
経
節
に
隠
れ
て
何
十
年
も
潜
伏
し
、
加
齢
や
病
気
、

強
い
ス
ト
レ
ス
や
薬
の
影
響
で
免
疫
が
弱
ま
る
と
、
神
経
に
痛
み
を
起
こ
す
帯

状
疱
疹
を
発
症
し
ま
す
。
50
歳
代
で
増
え
始
め
70
歳
代
で
ピ
ー
ク
に
な
り
ま

す
。○

帯
状
疱
疹
に
か
か
る
と
…

　

神
経
に
強
い
痛
み
を
お
こ
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
入
院
加
療
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
神
経
痛
を
残
す
こ
と
も
あ
り
、
強
い
痛
み
が
数
か
月
か
ら
数
年

続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
帯
状
疱
疹
が
原
因
と
な
り
、
他
者
に
水
痘
を
う
つ
す
可
能
性
も

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

○
50
歳
以
上
の
方
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

　

予
防
接
種
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
発
症
し
て
か
ら
の
リ

ス
ク
を
考
え
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
か
か
り

つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
大
切
な
予
防
接
種

　

現
在
は
、
乳
児
期
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
接
種
が
公
費
負
担
で
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
水
痘
に
つ
い
て
も
、
1
歳
か
ら
3
歳
未
満
で

あ
れ
ば
2
回
、
無
料
で
接
種
で
き
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
や
ご
家

族
の
方
は
、
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

帯
状
疱
疹
に
要
注
意
。

50
歳
以
上
の
方
は
早
め
に
予
防
を
…

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

お
よ
び
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
停
止
に
つ
い
て

　

シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
に
伴
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
施
の
た
め
、
下
記
の
と
お
り

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

停
止
し
ま
す
。

○
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
停
止
期
間
】

　
平
成
31
年
1
月
14
日（
月
）〜
17
日（
木
）ま
で

【
停
止
業
務
】

　（
1
）�マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
業
務（
申
請
書
発
行
・
交
付
・
継

続
利
用
・
廃
止
等
）

　（
2
）住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
関
す
る
業
務（
継
続
利
用
・
廃
止
等
）

　（
3
）�マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転

出
、
転
入
の
手
続
き

　（
4
）住
民
票
の
広
域
交
付

　（
5
）電
子
証
明
書
の
発
行
・
失
効
等

○
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

【
停
止
期
間
】

　
平
成
31
年
1
月
12
日（
土
）〜
22
日（
火
）ま
で

【
停
止
業
務
】

　�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
お
よ
び
本
庁
舎
内
自
動
交
付
機
で
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
各
種
証
明
書（
住
民
票
、
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
、印
鑑
登
録
証
明
書
、課
税
証
明
書
、所
得
証
明
書
）の
取
得
サ
ー

ビ
ス

※�

年
末
年
始
期
間
中（
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
）も
、
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー　
T
E
L 

0
2
9
6
―
77
―
9
1
4
5

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
課（
内
線
1
4
7
）

平成30年　広報かさま12月号（No.153）5



変更前（3会場）
・市役所本所　・笠間ショッピングセンターポレポレ
・市民センターいわま（岩間支所）

　昨年度まで、申告会場で長時間お待ちいただいたり、
整理札を取得するため早朝からお並びいただくなど、市
民の方にお手数をおかけしている状況が続いていました。
　市では、待ち時間を大幅に短縮するため、平成31年2月
の申告から会場を1か所に集約して、予約制度を開始します。

◆ 会場が1か所になります

◆ 新予約制度

◆ e-Taxサポート

変更後（1会場）
市役所本所（教育棟会議室）

期日・時間指定制の受け付けとします
�これまで地区指定に加えて「期日のみ」を指定し受け付けしていましたが、「期日および時間帯」の指定に
改めます。待ち時間が大幅に短縮され、順番待ちのため早朝よりお並びいただく必要がなくなります。

申告予約専用ホームページ・専用ダイヤルを開設します
予約の受け付けについては以下を予定しています。
・受け付け期間：	平成31年1月25日（金）～3月15日（金）
・受け付け時間：	専用ホームページ…24時間受け付け
	 専用ダイヤル…午前8時30分～午後5時（土・日・祝日を除く）
※専用ホームページ・専用ダイヤル共に、1月25日（金）は、午前9時からの受け付けとなります。
※専用ダイヤルについては、2月24日（日）・3月3日（日）は受け付けします。
※�専用ホームページのURLおよび専用ダイヤルは、年明けを目安に申告パンフレットや笠間市ホームペー
ジ等でお知らせします。

申告会場内に自主申告コーナーを設置します
�自主申告コーナーを新たに設け、簡易な内容を中心に、e-Taxにより市民の方々がご自身で申告を行える
ようサポートします。

待ち時間短縮を目指します01 市県民税申告手続

1

2
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【問い合わせ】税務課（内線113）

Q

A

地区指定のみから期日・時間指定に
なりどう変わりますか？

　これまでも昨年度に申告した方に、一
人ひとりに申告のご案内を出していまし
たが、今年度からは、個人ごとにあらか
じめ割り振りした「期日と時間帯」を加え
てご案内します。

Q
A

その他の取り組みは？

　これまでも、申告内容が特に簡易な方については白紙の申告書を前もって郵送する取り組みを
行っていますが、今後も対象者の拡大を進めていきます。
　また、申告受け付け事務の電子化を進め、還付手続きの早期化など、申告される方々の利便性
を更に向上させていきます。

Q

A

申告にかかる待ち時間は
どのぐらい変わりますか？

　これまでは、長くて3～4時間待ちの状
況がありました。
　申告相談そのものの時間は内容によっ
て異なりますが、受け付けから申告相談
までの待ち時間は1時間以内（概ね30分）
と見込んでいます。

Q

A

指定の時間に行けなくなって
しまった場合は？

　ご都合により指定の日時にお越しいた
だけない場合でも、日時を変更すること
で申告を受けることができます。
　なお、急に来られなくなった場合は、申
告予約専用ホームページまたは申告予約
専用ダイヤルから、改めて予約の手続き
を行っていただくことになります。

　デマンドタクシーにより、申告の受け付
け会場となる市役所本所まで、市内のどの
地域からでも乗り継ぎなしでお越しいただ
くことができます。
　デマンドタクシーを初めて利用される方
は、事前にご利用の登録、乗車券の事前購
入、利用予約の電話申し込みが必要になり
ます。

Q

A

申告会場へ直接行ける
公共交通機関はありますか？

申告受付変更のQ＆A02 市県民税申告手続
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167（100）
175（105）

183（110）
190（115）

197（120）
201（123）

141
（76）

103
（38）

155
（90）

201
（123）※老人配偶者控除の場合、

　38万円

配偶者の給与収入
（合計所得金額）

33
31
26

21
16

11

6
3
0

（万円）

160（95）

配偶者特別控除配偶者控除※

110
（45）

納税者本人の給与収入が1,120万円以下の場合例
（合計所得金額が900万円以下の場合）

（万円）

控除額

配
偶
者
控
除・配
偶
者
特
別
控
除

を
見
直
し
ま
す

　
働
き
た
い
人
が
就
業
調
整
を
意
識
し
な
く
て
済
む
仕
組
み
を
つ
く
る
観

点
か
ら
、
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

※�

平
成
31
年
度
以
降
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。（
所
得
税
に
お
い
て

も
同
趣
旨
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
30
年
分
以
降
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。）

　
働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、「
働
き
方
改
革
」を
後
押
し
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
個
人
所
得
課

税
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※�

平
成
33
年
度（
2
0
2
1
年
度
）以
降
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。（
所
得
税
に
お
い
て
も

同
趣
旨
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
32
年
分（
2
0
2
0
年
分
）以
降
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。）

【問い合わせ】税務課（内線113）

【1】受ける控除額
�　所得控除額33万円の対象となる配偶者の給与収入の上限を、110万円（合計所得
金額が45万円）未満から155万円（合計所得金額が90万円）以下に引き上げます。

【2】所得制限
�　配偶者控除等の適用される本人に収入制限が設けられます。
�　給与収入が1,120万円（合計所得金額が900万円）を超える場合には控除額が
逓減し、給与収入が1,220万円（合計所得金額が1,000万円）を超える場合には消
失する仕組みとなります。

【1】給与所得控除・年金所得控除から基礎控除への振替
　給与所得控除および年金所得控除が一律10万円引き下げられ、どのような所
得にでも適用される基礎控除額が同額引き上げられます。

【2】給与所得控除の見直し
・�給与所得控除額の上限が適用される給与収入が1,000万円から850万円に引き
下げられます。
・給与所得控除額の上限額が220万円から195万円に引き下げられます。
・�子育て等に配慮する観点から、23歳未満または特別障害者である扶養親族等
を有する方等に負担増が生じないように措置されます。

【3】公的年金等控除の見直し
・�公的年金等の収入が1,000万円を超える場合は、公的年金等控除額に上限が設
定され、上限額が195.5万円となります。
・�公的年金等の収入以外の所得金額が1,000万円を超える場合は、公的年金等控
除額が引き下げられます。他の所得が1,000万円超で10万円が引き下げられ、
2,000万円超で20万円が引き下げられます。

【4】基礎控除の見直し
・�基礎控除額について、給与収入が2,595万円（合計所得金額が2,400万円）超で
控除額が逓減を開始し、給与収入が2,695万円（合計所得金額が2,500万円）超
で消失する仕組みが設けられました。

03

給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控
除
・

基
礎
控
除
を
見
直
し
ま
す

04
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家
屋
の
屋
根
や
土

地
等
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
て
売
電

す
る
場
合
に
は
、
設

置
し
た
太
陽
光
パ
ネ

ル
等
の
設
備
は
固
定

資
産
税
（
償
却
資
産

ま
た
は
家
屋
）
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
「
償
却
資
産
」
に
該

当
す
る
設
備
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
は
償

却
資
産
（
固
定
資
産

税
）
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

●�

太
陽
光
発
電
設
備
等（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
）に
係
る

　
課
税
に
つ
い
て

●
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
課
税
標
準
の
特
例
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
者
等
が
、適
用
期
間
内（
平
成
30
年
6
月
6
日
か
ら
平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
）

に
市
か
ら
認
定
を
受
け
た
「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」
に
基
づ
き
、
一
定
の
設
備
を
新
規
取

得
し
た
場
合
、
新
規
取
得
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
が
3
年
間
に
わ
た
っ

て
ゼ
ロ
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、「
計
画
の
申
請
書
お
よ
び
認
定
書
の
写
し
」
お
よ
び
「
工
業

会
等
に
よ
る
仕
様
等
証
明
書
の
写
し
」（
リ
ー
ス
会
社
が
申
告
す
る
場
合
は
、
併
せ
て
「
固

定
資
産
税
軽
減
計
算
書
」
お
よ
び
「
リ
ー
ス
契
約
書
の
写
し
」）
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
資
料
を
添
付
し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
償
却
資
産
と
は
、
個
人
ま
た
は
法
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
構
築
物
、
機
械
、
装
置
、
工
具
、
器
具
・
備
品

な
ど（
土
地
・
家
屋
を
除
く
）の
こ
と
で
す
。
平
成
31
年
1
月
1
日
現
在
で
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
し
た
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
が
1
5
0
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

償却資産の対象
となるもの
（業種別の例）

共 通 パソコン、コピー機、応接セット、看板、広告塔、舗装路面、
駐車設備、太陽光発電など

建 設 業 ブルドーザー、パワーショベル、フォークリフト、大型特殊自
動車、発電機など

料理飲食店業 厨房設備、冷凍庫、冷蔵庫、接客用家具、カラオケ機器など
小 売 業 陳列台、陳列ケース（冷凍機・冷蔵機付を含む）、日よけなど

医（歯） 業 医療機器（ベッド、レントゲン装置、手術機器、歯科診療ユニッ
ト等）、調剤機器など

不動産貸付業 門扉・塀・緑化設備などの外構工事、駐車場等の舗装および機
械設備など

理容・美容業 理容・美容椅子、洗面設備、消毒殺菌設備、サインポールなど
農 業 農業用機械類

償却資産の対象
とならないもの
（主な例）

・自動車税・軽自動車税の対象となる自動車、小型自動車
・�取得価額が20万円未満の償却資産を、税務会計上3年で一括償却しているもの
・�耐用年数が1年未満または取得価額が10万円未満の資産で法人税法または所
得税法の規定により一時に損金または必要経費に算入するもの

【
申
告
が
必
要
な
方
】

○�

平
成
31
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内

で
事
業
を
営
ん
で
い
る
個
人
ま
た

は
法
人

○�

平
成
31
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内

で
事
業
は
営
ん
で
い
な
い
が
、
事

業
用
の
償
却
資
産
を
貸
し
付
け
て

い
る
個
人
ま
た
は
法
人

【
申
告
期
限
】

　

平
成
31
年
1
月
31
日
（
木
）

【
申
告
方
法
】

　

昨
年
ま
で
申
告
し
て
い
る
方
は
、

1
年
間
の
償
却
資
産
の
増
・
減
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
昨
年
電
算
申
告
を
し
た

方
、
事
業
を
始
め
た
方
、
新
た
に
申

告
す
る
方
は
、
平
成
31
年
1
月
1
日

現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
す
べ

て
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
申

告
の
あ
っ
た
方
に
は
申
告
用
紙
ま
た

は
案
内
は
が
き
を
郵
送
し
て
い
ま
す

が
、
新
た
に
申
告
す
る
方
や
、
申
告

用
紙
が
届
か
な
い
方
は
、
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
提
出
の
際
に
は
、
申
告
者

の
法
人
番
号
ま
た
は
個
人
番
号
の
記

載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【問い合わせ】税務課（内線110）

設置者は法人ですか？個人ですか？

事業用ですか？

法人

はい

はい

個 人

いいえ

いいえ

（ウ）

10kW以上の太陽光発電設備ですか？ （ア）

（イ）

設置者および発電規模別課税区分〈診断チャート〉

設置者 10kw以上の
太陽光発電設備

10kw未満の
太陽光発電設備

個　人
（住宅用）

（ア）家屋の屋根などに設
置して、発電量の全量また
は余剰を売電される場合
は、事業用資産となるため
課税の対象となり、申告が
必要です。

（イ）事業用資産
とはなりませんの
で、課税対象に
はなりません。

個　人
（事業用）

（ウ）事業の用に供している資産となるため、
発電出力量や売電量にかかわらず課税の対象
となり、申告が必要です。法　人

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

05
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茨
城
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
I
B
A
R
A
K
I　

s
e
n
s
e
（
イ
バ

ラ
キ
セ
ン
ス
）」（
銀
座
）
が
、
茨
城
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る
新
た
な
拠
点
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

高
級
志
向
に
転
換
さ
れ
た
店
内
の

壁
一
面
に
は
笠
間
の
「
稲
田
石
」
が
施

さ
れ
、落
ち
着
き
の
あ
る
装
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
内
の
美
味
し
い
も
の

が
所
狭
し
と
並
ぶ
物
販
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
も
ち
ろ
ん
笠
間
の
栗
菓
子
や
地

酒
、
笠
間
焼
な
ど
も
豊
富
に
取
り
揃

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
へ
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
街
を
目
指
し
て
、
住
民
や
事
業
所
が
参
加

す
る
声
か
け
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
徘
徊
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
行
方
不
明
者
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
身

元
を
特
定
し
た
り
、
捜
索
時
に
使
用
さ
れ
る

G
P
S
機
器
の
有
効
性
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
認
知
症
の
関
係
で
行
方
不
明
に
な
っ

た
方
は
、
全
国
で
約
1
5,
0
0
0
人
。
茨
城
県

で
は
3
7
1
人
い
ま
す
。

　

行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、「
か
さ
め

～
る
」
で
情
報
を
配
信
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
も
、

「
あ
の
人
、
様
子
が
変
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
、
お

声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
等

徘
徊
模
擬
訓
練

早期発見、声かけ訓練に参加した関係職員
（笠間警察署、茨城県、ALSOK、社会福祉協議会、市高齢福祉課）

10
30

市
産
品
を
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
に
活
用

稲田石でできた店内壁

10
25

　

笠
間
高
校
が
創
立
1
1
0
周
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
な
ら
び
に
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

O
B
の
一
人
で
あ
る
山
口
市
長
は
、
挨

拶
の
中
で「
こ
れ
ま
で
に
約
2
万
1,
０
０
０

人
が
笠
間
高
校
を
卒
業
し
、
県
内
外
で
多

岐
に
わ
た
り
活
躍
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
大
き
な
夢
を
持
っ
て
成
長
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
在
校
生
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
盲
目
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
で
あ
る
田た

な
か中
玲れ
い
こ子
さ
ん
が
「『
目
が
見
え

な
い
』
こ
れ
が
わ
た
し
の
個
性
で
す
」
と
講

演
し
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は
、
自
身
の
体

験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、「
思

い
や
り
の
あ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語

り
ま
し
た
。 歴

史
を
受
け
継
ぎ
、

未
来
へ
繋
ぐ

式典の様子

10
26

　

笠
間
芸
術
の
森
公
園
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
「
い
ば
ら
き
都
市
緑
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用

し
た
、
い
ば
ら
き
の
森
普
及
啓
発
活

動
支
援
事
業
と
し
て
、
茨
城
県
産
の

木
材
を
利
用
し
た
木
工
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
釘
打
ち
な
ど
の
作
業

に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
自
分
だ
け
の

プ
ラ
ン
タ
ー
、
本
立
て
お
よ
び
巣
箱

な
ど
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

県
産
木
材
を
利
用
し
た
木
工
教
室

木工教室の様子

10
27
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第
40
回
地
域
安
全
茨
城
県
民
大
会
が
茨
城
県

立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
笠
間
市

防
犯
連
絡
員
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

防
犯
功
労
者
栄
誉
銅
章
表
彰
を
髙た

か

野の

健け
ん
い
ち一
さ

ん
（
稲
田
）
が
、
地
域
安
全
功
労
者
表
彰
を
三み

む
ら村

拓た
く

次じ
ろ
う郎
さ
ん
（
下
市
毛
）
が
、
優
良
防
犯
連
絡
員

表
彰
を
青あ

お
き木 

衞ま
も
るさ
ん
（
福
原
）、
赤あ
か

津つ

守も
り

康や
す

さ
ん

（
長
兎
路
）、
中な

か
ざ
わ澤
ま
さ
さ
ん
（
美
原
）、
渡わ
た
ひ
き引

正ま
さ
お雄
さ
ん
（
市
野
谷
）、
片か
た
お
か岡
洋よ
う
き輝
さ
ん
（
泉
）
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
防
犯
活
動
に
尽
力
。

防
犯
連
絡
員
を
表
彰

笠間市防犯連絡員協議会の方々（左から中澤まささん、赤津守康さん、
髙野健一さん、片岡洋輝さん、三村拓次郎さん、渡引正雄さん）

10
10

　

法
務
省
に
お
い
て
、
当
市
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
会
長
の
綱つ

な
か
わ川
洋ひ
ろ
み美
さ
ん
（
笠
間
）
が
、

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

綱
川
さ
ん
は
、
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
理
事
や
水
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
副

会
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
18
年
7
月
1
日
か

ら
12
年
間
、
本
市
に
お
い
て
人
権
擁
護
活
動

に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
一
部
改
選
が
あ
り
、
7
月
1
日
付
で
中な
か
に
わ庭
要よ
う
い
ち一
さ

ん
（
上
市
原
）、
10
月
1
日
付
で
伊い

と
う藤 

晃あ
き
らさ
ん
（
平
町
）
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

表賞状を手にする綱川さん

　

県
立
友
部
高
校
を
会
場
に
台
風
に

よ
る
大
雨
被
害
を
想
定
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

9
月
末
に
市
を
襲
っ
た
台
風
24
号

の
記
憶
も
新
し
い
な
か
、
災
害
時
に

地
域
の
人
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
実

践
的
な
訓
練
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う

に
自
分
の
命
を
守
る
行
動
を
と
れ
ば

い
い
の
か
な
ど
学
び
ま
し
た
。

　

笠
間
市
は
、
大
雨
の
際
の
涸
沼
川

の
氾
濫
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
で
は

今
回
の
訓
練
を
活
か
し
、
災
害
時
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
日
ご
ろ

か
ら
防
災
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
、

安
全
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
に
備
え

総
合
防
災
訓
練
を

実
施

消防士の指導のもとAEDを体験

10
27

10
22

知事から表彰状を受け取る、鈴木さん
（笠間クラインガルテン楽農工房）

茨
城
県
表
彰
を
受
賞

11
13

　

茨
城
県
は
各
分
野
で
県
勢
の
発
展
に
著

し
い
功
績
が
あ
っ
た
方
な
ど
を
称
え
、
44

名
13
団
体
に
対
し
表
彰
状
を
大
井
川
知
事

か
ら
手
渡
し
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
の
表
彰
者
は
、
2
名
2
団
体

で
、
功
労
者
表
彰
に
笠
間
焼
陶
芸
家
の

寺て
ら
も
と本 

守ま
も
る
さ
ん
と
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
楽
農
工
房
が
、
新
し
い
い
ば
ら
き
づ
く

り
表
彰
に
は
、
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

畑は
た
お
か岡
奈な
さ紗
さ
ん
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
茨
城
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

平成30年　広報かさま12月号（No.153）11



　

11
月
2
日
（
金
）、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
地

域
産
業
の
活
性
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

行
う
調
査
研
究
の
た
め
、（
一
財
）
ド
ロ
ー
ン
操

縦
士
協
会
お
よ
び
㈱
フ
ォ
ー
カ
ス
シ
ス
テ
ム
ズ

と
連
携
協
力
協
定
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
が
提
供
す
る
市
内
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
利
用
し
て
、
今
ま
で
人
が
行
う
の
は
困

難
だ
っ
た
建
物
の
高
い
部
分
の
点
検
や
災
害
対

策
な
ど
が
、
ド
ロ
ー
ン
で
容
易
に
対
応
で
き
る

研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
先
進
的
技
術
の
構

築
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
連
携
協
定
を
締
結

左から、フォーカスシステムズ　森社長
山口市長

（一社）ドローン操縦士協会　小林理事長

11
2

笠間市チャリティーゴルフ大会
実行委員会 委員長の三浦さん（左）

宍戸ヒルズカントリークラブ
総支配人の草野さん（左）

　

宍
戸
ヒ
ル
ズ
C
C
で
、
第
13
回
笠
間
市
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
、
社
会
福
祉
事
業

に
あ
て
て
ほ
し
い
と
、
1
7
2,
0
1
5
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
付
を
さ
れ
た
の
は
大
会
に
出
場
し
た
市
内
在

住
の
方
と
在
勤
者
、
そ
し
て
宍
戸
ヒ
ル
ズ
会
員
の

総
勢
3
3
8
名
の
皆
さ
ん
。

　

ま
た
、
10
月
8
日
に
行
わ
れ
た
、
宍
戸
ヒ
ル
ズ

C
C
開
場
記
念
杯
の
プ
レ
ー
代
の
一
部
を
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
で
被
災
し
た
方
に
送
り
た
い
と
、

宍
戸
ヒ
ル
ズ
C
C
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
３
１ 

８,
0
0
0
円
を
預
か
り
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し
た
義
捐
金
は
、
社
会
福
祉
課
を
通

じ
て
、
被
災
者
に
お
届
け
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
の
街
ら
し
い
寄
付

10
30

　

下
郷
に
お
住
ま
い
の
田た
な
か中
栄え
い
じ二
さ
ん
か
ら
、
日
ご

ろ
か
ら
図
書
館
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
岩
間
図
書
館
へ
一
般
書
、
児
童
書
、
D
V
D
約

3
2
0
点（
1
0
0
万
円
相
当
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
長
へ
目
録
を
手
渡
す
と
、
市
長
は
「
い
た
だ
い

た
も
の
を
、
目
的
に
沿
っ
て
有
効
に
使
う
こ
と
が

恩
返
し
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
り
が
た
く
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

左から田中さん、山口市長

日
本
一
の
図
書
館
が
更
に
充
実

10
30

い
つ
ま
で
も
若
く
・
広
が
る
ス
テ
ッ
プ
の
輪

　

第
8
回
笠
間
市
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
交
流
会
が
行
わ
れ
、
38
サ
ー
ク
ル
か
ら
約
4
7
0
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
が
笠
間
市
で
始
ま
り
10
年
に
な
り
ま
す
。
交
流
会
で
は
、
午
前
に
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
開
発
者
で
あ
る
筑
波
大
学
大
藏
先
生
か
ら
「
笠
間
市
と
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
の
10
年
の
キ
セ
キ
～
転
ば
ぬ
先
の
黄
金
の
杖
を
さ
ら
に
活
用
し
よ
う
！
～
」
講
演
が

あ
り
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
続
け
る
事
で
下
肢
筋
力
と
認

知
機
能
の
向
上
な
ど
が
み
ら
れ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ッ
プ
交
流
で
は
、
他
サ
ー
ク
ル
の
方
々
と
グ
ル
ー
プ

を
組
み
基
本
ス
テ
ッ
プ
か
ら
上
級
ス
テ
ッ
プ
ま
で
の
ス
テ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
達
成
感
か
ら
笑
顔
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
は
、
地
区
の
公
民
館
等
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
体
力
・
認
知
機
能
の
向
上
に
効
果
の
あ
る
運
動
な

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ステップを踏む参加者の皆さん

10
25
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第12回 笠間市ソフトボール大会（壮年の部）
10月7日（日）岩間B＆G海洋センター
優　勝　南ブレンド
準優勝　東宝ワカバ
第３位　小原ソフト、香取ソフト・池野辺ドリームス

第13回 笠間市民剣道大会（市長杯・議長杯争奪剣道大会）
兼茨城県スポーツ少年団交流大会笠間市代表選考会）結果報告
10月6日（土）友部高校体育館
　笠間市内の少年剣道4団体と4中学校の選手、高校生・一般、
計113名が参加して行われました。

基本の部

優勝 櫻
さくらい

井　陽
はると

斗（友部剣友会）
2位 鯉

こいぬま

沼　翔
しょうた

汰（友部剣友会）
3位 五

ご の か み

ノ上陽
ひなた

太（友部剣友会）
3位 寺

てらかど

門　　歩
あゆむ

（直心館飯島道場）

小
　
　
学
　
　
生

低学年の部

優勝 市
いちかわ

川　　潤
じゅん

（直心館飯島道場）
2位 小

こばやし

林　駿
はやと

仁（直心館飯島道場）
3位 松

まつざき

﨑　恵
めぐる

琉（岩間剣友会）
3位 浅

あさの

野　弘
ひろと

翔（岩間剣友会）

高学年
男子の部

優勝 濵
はまだ

田　龍
りゅうせい

聖（直心館飯島道場）
2位 松

まつざき

﨑　　桜
さくら

（岩間剣友会）
3位 藤

ふじおか

岡　楽
が く

空（友部剣友会）
3位 神

かんべ

戸　鍬
しゅうさく

作（岩間剣友会）

高学年
女子の部

優勝 市
いちかわ

川　　蛍
ほたる

（直心館飯島道場）
2位 西

にしやま

山　紫
し の

乃（岩間剣友会）
3位 永

ながい

井　花
か ほ

歩（岩間剣友会）
3位 友

ともべ

部　律
りつこ

子（直心館飯島道場）

中
　
　
学
　
　
生

男子の部

優勝 古
ふるかわ

川　遥
はるや

也（友部中）
2位 小

こばやし

林　孟
たけし

司（友部中）
3位 若

わかな

菜　郁
いくと

颯（友部中）
3位 佐

さがわ

川　歩
あゆむ

夢（友部中）

女子の部

優勝 生
いこま

駒たまを（岩間中）
2位 深

ふかさく

作　真
ま み

美（岩間中）
3位 長

は せ が わ

谷川優
ゆうこ

子（直心館飯島道場）
3位 吉

よしい

井理
り な こ

奈子（笠間中）

高校生
一般の部

優勝 桃
ももぞの

園　太
だいすけ

輔（茨城大学）
2位 中

なかにわ

庭　諒
りょうた

大（水戸啓明高校）
3位 芥

あくたがわ

川　慶
たかひろ

航（流通経済大）
3位 内

うちおけ

桶　朝
ともや

弥（水戸桜ノ牧高校）

【第41回 スポーツ少年団交流大会笠間市代表】
　本大会の上位入賞者でスポーツ少年団に登録している
選手を代表として選出しました。
◎小学生団体	 先鋒　市川　潤（直心館飯島道場）
	 次鋒　西山　紫乃（岩間剣友会）
	 中堅　松﨑　桜（岩間剣友会）
	 副将　市川　蛍（直心館飯島道場）
	 大将　濵田　龍聖（直心館飯島道場）
◎中学生個人　男子…�古川 遥也（友部中）、小林 孟司（友部

中）、鶴田 侑也（友部中）
　	 女子…�生駒たまを（岩間中）、深作 真美（岩

間中）、吉井理奈子（笠間中）

第12回 市長杯菊祭りバレーボール大会
11月3日（土）笠間市民体育館
優　勝  旭
準優勝  APEX
第３位  BLEND

優勝した　
旭の皆さん▶

南ブレンドの皆さん

第30回 笠間市綱引大会
10月20日（土）友部公民館体育室
◎小学生の部
　優　勝　友部ソフトボールスポーツ少年団
　準優勝　友部サッカー
　３　位　友部相撲少年団
◎中学生女子の部
　優　勝　友部中ソフトボール部
　準優勝　友部中女バス
　３　位　友部中3年6組女子
　４　位　友部中相撲部
◎中学生男子の部
　優　勝　友部中レスリング部
　準優勝　友部中サッカー部3年
　３　位　友部中サッカー部ブルー
　４　位　友部中サッカー部オレンジ
◎一般男子の部
　優　勝　友部アルストロメリア　
　準優勝　�友部ソフトボールスポーツ少年団おやじの会

◀熱戦を繰り広げる
　参加者
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笠
間
に
移
住
し
、
早
く
も
2
度
目
の

冬
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
笠
間

に
住
み
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
で
活
動

す
る
中
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
笠
間
の

「
日
常
」
こ
そ
が
魅
力
だ
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
は
一
過
性
の
観
光
で
は
見
え
て
こ

な
い
、
笠
間
に
滞
在
し
、
笠
間
の
人
と

交
流
し
て
こ
そ
分
か
る
魅
力
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
人
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
け
れ
ど
、

他
地
域
の
人
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で
価

値
の
あ
る
も
の
。
そ
ん
な
笠
間
の
日
常

の
豊
か
さ
を
ガ
ル
テ
ナ
ー
さ
ん
を
通
し

て
地
元
へ
還
元
で
き
た
ら
と
思
い
、
そ

の
交
流
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

中
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
活
動

が
、
地
元
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
と
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
の
コ
ラ
ボ
チ
ー
ム
で
参
加

し
た
笠
間
の
ま
つ
り
。
ガ
ル
テ
ン
踊
り

子
隊
を
結
成
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
練
習
を
重
ね
、
3
時
間
の
パ
レ
ー

ド
を
楽
し
く
踊
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
緒
に
笠
間
の
夏
に
欠
か
せ
な

い
お
祭
り
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
新

し
い
つ
な
が
り
が
う
ま
れ
た
こ
と
、
何

よ
り
地
元
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た

こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
出
来
事
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
気
軽
に
お
酒
を
酌
み

交
わ
し
交
流
す
る
場
の
創
出
と
し
て

「
ガ
ル
テ
ン
パ
ブ
」
を
月
1
回
程
度
開
催

し
て
い
ま
す
。「
パ
ブ
（
P
U
B
）」
と
は

「
公
共
の
社
交
場（
p
u
b
l
i
c 

h
o

u
s
e
）」
の
こ
と
。
ガ
ル
テ
ン
が
地
域

の
社
交
場
に
な
る
よ
う
、
今
後
も
交
流

の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

交
流
を
通
し
て
分
か
る
笠
間
の
魅
力

活動報告 No.
64

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

久く
ぼ保

　
葵あ

お
い（

29
歳
） 

東
京
都
よ
り
移
住

久保隊員

よさこいコラボチーム

【問い合わせ】
まちづくり推進課（内線538）

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある
人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。地域おこし協力隊とは

ブログやフェイスブック
もご覧ください

ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶http://www.facebook.com/Kasamartowa

ガルテンパブの様子

笠間のまつりにて
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笠
間
市
街
地
か
ら
石
井
神
社
西
を
通
り
、

国
道
五
〇
号
を
渡
っ
て
主
要
地
方
道
宇
都
宮

笠
間
線
を
北
西
へ
進
む
と
、
右
手
に
真
言
宗

金
剛
寺
に
隣
接
し
て
箱は

こ
だ
し
し
ょ

田
四
所
神
社
の
入
口

で
あ
る
石
鳥
居
に
辿
り
着
く
。
細
い
参
道
と

石
段
を
登
り
詰
め
た
小
高
い
丘
陵
、
宮み

や
う
し
ろ後古

墳
群
の
域
内
に
旧
笠
間
藩
領
内
の
四
所
の
宮

の
一
社
で
あ
る
同
社
が
鎮
座
す
る
。

　

祭さ
い
じ
ん神
は
天
あ
め
の
ふ
と
た
ま
の
み
こ
と

太
玉
命
と
い
い
、
本
社
は
現
在

の
奈
良
県
橿か

し
は
ら原
市
に
祀
ら
れ
る
太
玉
神
社
で

あ
る
。
天
太
玉
命
は
記き

き紀
神
話
の
天あ
め
の岩い
わ
や屋
戸ど

の
場
面
に
登
場
し
、
忌い
ん
べ部
（
斎
部
）
氏
の
遠

祖
と
い
わ
れ
る
。
古
代
の
大
和
政
権
の
中
で

中な
か
と
み臣
氏
（
の
ち
藤
原
氏
）
と
共
に
祭さ
い
し祀
を
担

当
し
た
。
大た

い
か
の化
改か
い
し
ん新
後
、
中
臣
氏
が
勢
力
を

伸
ば
す
中
で
忌
部
氏
は
次
第
に
政
権
内
で
そ

の
基
盤
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　
『
茨
城
県
神
社
誌
』・
境
内
に
建
つ
昭
和

二
十
七
年
八
月
、
講
和
条
約
締
結
の
記
念
事

業
完
成
の
『
記
念
』
碑
碑
文
と
市
域
に
残
る

記
録
等
を
基
に
、
同
社
の
歩
み
の
概
略
を

辿
っ
て
み
る
。

　

ま
ず
、
社
名
は
江
戸
時
代
の
地
元
史
料
で

は
、
箱
田
大
明
神
の
呼
び
名
が
多
い
。
次
に

同
社
の
創
建
は
、『
神
社
誌
』
や
『
記
念
』
の

碑
文
は
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
九
月
十
五
日

に
本
社
よ
り
祭
神
を
勧か

ん
じ
ょ
う請・
創
建
し
た
と
い

い
、
現
在
の
本
殿
は
江
戸
時
代
の
正し

ょ
う
と
く徳四

年

（
一
七
一
四
）
の
造
営
と
あ
る
。

　

し
か
し
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に

同
社
神
主
大
里
伊
勢
の
著
し
た
「
殿
様
御
直

筆
御
額
等
ノ
事
」
に
は
、
①
正
徳
二
年
九
月
、

当
社
が
再
建
さ
れ
た
が
、
棟
札
が
な
い
。
②

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
九
月
再
建
時
の
棟

札
の
表
に
「
遷
宮
奉
ル
箱
田
大
明
神
本
殿
造つ

く

り
替か

え
成じ
ょ
う
じ
ゅ就、
神
主
大
里
市い
ち
の
か
み正藤
原
守も
り

延の
べ

」、

裏
面
に
「
願
主
両
箱
田
村
氏
子
中
」・「
大
工

棟と
う
り
ょ
う
梁　

上
箱
田
村
菊
地
伝
左
衛
門
・
羽
黒
桜

井
伊
左
衛
門
」
と
あ
り
、
現
本
殿
が
享
保
三

年
の
造
営
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

現
在
、
本
殿
正
面
の
上
方
に
、
文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）
八
月
、
牧
野
氏
笠
間
藩
三
代

藩
主
牧
野
貞さ

だ
は
る喜
の
親し
ん
ぴ
つ筆
に
な
る
「
箱
田
大
明

神
」
の
神
額
が
掲か

か

げ
ら
れ
て
い
る
。
大
里
伊

勢
の
記
録
と
神
額
裏
の
銘
文
は
、
神
額
の
下

付
お
よ
び
掲け

い

額が
く

の
経
過
を
綴
る
貴
重
な
史
料

で
あ
る
。

（
市
史
研
究
員　

矢や
ぐ
ち
け
い
じ

口
圭
二
）

健康ホットライン
　
『
運
動
』
と
い
う
概
念
は
雑
然
と
し

て
い
ま
す
が
、
健
康
志
向
の
昨
今
、

メ
デ
ィ
ア
等
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
最
近
よ
く
聞
か
れ
る
“
ロ
コ

モ
”、
そ
の
他
に
も
似
た
よ
う
な
も
の

で
“
フ
レ
イ
ル
”“
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
”

等
の
言
葉
が
存
在
し
ま
す
。
加
齢
に

伴
う
変
化
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
運
動
不
足
と
い
う
事
が
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
身
体
は
極

力
動
か
し
た
く
な
い
も
の
で
す
。
ま

た
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
出
来
上

が
っ
た
生
活
リ
ズ
ム
の
中
に
運
動
習

慣
を
生
活
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ

る
事
は
大
変
難
し
い
事
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
運
動
方
法
や
量

の
問
題
な
ど
重
要
な
要
素
は
あ
り
ま

す
が
、
大
切
な
事
は
自
分
が
続
け
ら

れ
る
負
荷
量
で
行
う
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

よ
く
“
三
日
坊
主
”
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
ま
す
が
、
自
分
に
合
っ
た
適

切
な
負
荷
・
量
で
行
え
ず
、
い
き
な

り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
目
標
を
作
る
と

誰
で
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
続
か
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず

は
運
動
を
続
け
ら
れ
る
き
っ
か
け
を

作
っ
て
い
く
事
が
重
要
で
は
な
い

か
、
と
仕
事
を
す
る
中
で
感
じ
て
い

ま
す
。
運
動
と
言
っ
て
も
、
一
人
で

行
う
事
ば
か
り
が
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
内
に
は
運
動
を
行
う
サ
ロ

ン
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。『
運

動
』
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
増
え
た

り
、
身
体
の
悩
み
を
共
有
・
相
談
で

き
る
と
不
安
も
軽
減
す
る
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
運
動
を
継
続
す
れ
ば
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
そ
の
他

疾
病
の
予
防
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
「
最
近
運
動
不
足
だ
な
」
と
感
じ
て

い
る
方
や
「
身
体
が
弱
っ
て
き
た
な
」

等
々
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ど

の
よ
う
な
形
か
ら
で
も
結
構
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
身
体
を
動
か

す
機
会
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
買
い
物
に
行
っ
た
時
に

多
め
に
歩
く
事
を
心
掛
け
る
、
小
さ

な
事
か
ら
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
“
身
体
が
つ
ら
く
な
っ
て
き
て
か

ら
頑
張
る
”
で
は
な
く
“
身
体
が
つ
ら

く
な
る
前
に
き
っ
か
け
を
持
つ
”
事

で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
が
続
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。“
ご
自
身
に
合
っ
た
生
活
・
運

動
習
慣
を
作
る
”
こ
れ
が
と
て
も
大

切
な
事
で
す
。

自
分
に
合
っ
た

運
動
習
慣
を
作
り
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】市
立
病
院　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
2
9
6
―
77
―
0
0
3
4

笠間市立病院　理学療法士　広
ひろせ
瀬 裕

ゆうや
哉

笠
間
の

歴
史
探
訪

箱
田
四
所
神
社

45

牧野貞喜親筆の神額
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世
界
1
3
0
ヶ
国
に
組
織
・
団

体
を
有
し
、
日
本
武
道
を
代
表
す

る
合
氣
道
は
、
笠
間
市
岩
間
地
区

が
発
祥
の
地
で
あ
り
、
合
氣
道
の

聖
地
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
開
祖

植う
え
し
ば芝
盛も
り
へ
い平
翁お
う

は
、
昭
和
初
期
に
近

代
武
道
と
し
て
合
氣
道
を
創
始

し
、
そ
の
後
、
昭
和
19
年
か
ら
20

年
に
か
け
て
合
氣
神
社
と
茨
城
支

部
道
場
を
創
建
し
ま
し
た
。
本
部

は
東
京
都
新
宿
区
に
あ
り
、
現
道

主
の
植
芝
守
央
氏
は
三
代
目
に
な

り
ま
す
。

　

開
祖
に
指
導
を
受
け
た
関
係
者

は
、
今
も
多
く
の
方
が
健
在
で
あ

り
、
普
及
、
指
導
に
当
た
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
合
氣
道

の
普
及
は
聖
地
と
し
て
大
変
重
要

で
あ
り
、
市
内
3
つ
の
中
学
校
で

武
道
の
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
全
国
高
等
学

校
演
武
大
会
を
本
市
で
開
催
し
ま

し
た
。
将
来
は
、
さ
ら
に
大
き
な

大
会
の
誘
致
も
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
の
茨
城
国
体
で
は
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と

し
て
開
催
し
、
多
く
の
方
に
合
氣

道
を
知
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
今
日
、
た
く
さ
ん
の
外
国

人
の
方
が
道
場
に
稽
古
に
来
て
い

ま
す
が
、
市
と
し
て
さ
ら
な
る
受

け
入
れ
拡
大
に
向
け
て
支
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
合
氣

道
を
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

合
掌

　笠間市国際交流協会の活動に参加し、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージを
ご紹介します。今月は笠間市国際交流協会の外国人着物体験に参加されて米国カリフォルニア州に帰国されたL

レ ス リ ー

eslie 
A
ア ン

nn C
ク ル ー ズ

ruzさんからのメッセージです。さあ、世界に友達を作って交流を始めましょう。

Hello.
Thank you for sending the Kasama　City magazines 
and Ibaraki　newspapers.
Could you send me the tracking number for the package 
going to Aikido by the Bay in San Francisco?
No one is there during the day. If I know when it is being 
delivered, I can be there to accept it. 
Thank you so much. 
Leslie

こんにちは。
笠間市の広報紙と茨城新聞を送ってくださるなんてありがと
う。
サンフランシスコの湾岸合気道場宛ての小包の配送番号を
送ってくれませんか？
日中はそこに誰もいないのです。もし、いつ配達されるのか分
かれば、受け取りに行っていることができますから。
よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　レスリー

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人 笠間市国際交流協会　TEL 090-2761-8711（木
きむら
村 美

み え こ
枝子）

　
1
月
12
日（
土
）
10
時
よ
り
11
時
30

分
ま
で
笠
間
市
国
際
交
流
協
会
の
日
本

語
教
室
で
世
界
の
古
代
文
字
の
書
初
め

会
を
行
い
ま
す
。
現
代
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
基
に
な
っ
た
表
音
文
字
の

フ
ェ
ニ
キ
ア
文
字
と
日
本
の
文
字
を
、

墨
と
日
本
画
の
顔
料
で
習
字
し
ま
す
。

外
国
人
参
加
者
に
は
、
習
字
道
具
一
式

を
貸
し
出
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】1
月
12
日（
土
）

	

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

【
会
場
】と
も
べ
交
流
セ
ン
タ
ー 

ト
モ
ア

【
会
費
】無
料

◎
1
月
の
日
本
語
教
室

　
12
日（
土
）・
19
日（
土
）・
26
日（
土
）

　【
会
場
】ト
モ
ア
　
午
前
10
時
〜

＊
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

11月3日、外国人観光客に流鏑馬の
ガイドをする協会員

1
月
の
国
際
交
流
情
報

国
際
交
流
書
初
め
会

市長コラム
合
氣
道

稽古に励むナターシャさん（ロシア出身）
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　今回は常陸太田
市にある青蓮寺を
見学しました。青
蓮寺は、江戸の後
期に親鸞の旧跡を
訪ねる旅の途中病
に倒れた父親を連
れ戻すために、現
大分県臼杵市から
現常陸太田市に訪
れた姉妹が再会を
果たしたといわれるお寺です。
　2005年この話が実話であることが判明し発見された
書簡は「豊後国二孝女関係資料」として常陸太田市の文化
財に指定されています。受講者は興味深い様子で青蓮寺
の住職の話を聞きました。

各館の行事予定 1月
笠間図書館

◆おはなし会	
（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
1月	18日（金）	『�おんなじおんなじももん

ちゃん』ほか
◆おはなし会	
（4歳～小学生向け　午後2時～）
1月	6日（日）	『�やまねこせんせいのそり

あそび』ほか 〈アイ  アイ〉
1月	13日（日）	『�このゆきだるまだーれ？』

ほか
	 	〈箱田エプロン・ママ―ズ〉
1月	20日（日）	『あったまろう』ほか
	 	〈はぁとtoはぁと〉
1月	27日（日）	『�しりとりするもの よっと

いで』ほか 〈ハッピー〉
◆ギャラリー
◇12月28日（金）～1月30日（水）
　「竹はり画展示」

友部図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時～）
1月	17日（木）	『ぐらぐらたん』ほか
◆かるた大会
1月	19日（土） 午後2時〜
友部図書館 2階 視聴覚室
◆ブックdeトーク（一般向け）
1月	26日（土） 午後1時30分～3時
◆名作映画会（午後2時～）
1月	27日（日）	『長州ファイブ』（115分）
◆ ギャラリー
◇1月8日（火）～1月20日（日）
　「水彩画展示」
　笠間の憩いの風景を描く会
◇1月22日（火）～2月3日（日）
　「絵画・工作・造形・作業作品展示」
　県立友部特別支援学校

岩間図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
1月	10日（木）	『�けんかはやめやさ～い』
	 	ほか
＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
1月	6日（日）	『�おしゃれなのんのんさん』

ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
1月	12日（土）	『うがいライオン』ほか
	 	〈めだかクラブ〉
1月	26日（土）	来てのおたのしみ！
	 	〈サルビア〉

【日時】	1月19日（土）午後2時から
【場所】	友部図書館　2階視聴覚室
【対象】小学生20名（参加賞あり）
【申し込み期間】1月5日（土）～17日（木）まで
【申し込み方法】友部図書館窓口または電話

【日時】	1月26日（土）午前9時〜午後5時
【場所】	笠間図書館　2階ホール
※1冊あたり10円程度の協力金をお願いしています。
※�冊数制限あり。また、営利目的による購入はお断りします。
※�午前8時30分から整理券を配布し、9時から入場となりま
す。整理券の利用者が終了し次第、自由入場となります。

年末年始休館日のお知らせ
12月26日（水） 12月27日（木） 12月28日（金） 12月29日（土） 12月30日（日）～1月3日（木） 1月4日（金） 1月5日（土）

笠　間 開　館 休　館
午前9時
～午後7時

午前9時
～午後5時 休　館 午前10時

～午後5時
午前9時
～午後7時友　部 休　館 開　館

岩　間 開　館 休　館

友部図書館

笠間図書館

友部図書館「文学講座」
移動教室を実施しました

年末年始の休館にともない、12月15日（土）から29日（土）まで貸出期間を3週間に延長します。

文学講座移動教室の様子

かるた大会 参加者募集!

リユースフェア開催のお知らせ
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　浄化槽は、微生物などの働きを利用して生活排水をきれいにする装置です。浄化槽の機能を十分に発揮させるために、
定期的な維持管理（保守点検・清掃）と検査が浄化槽法により義務付けられています。
　本市の豊かな自然を保全し、快適で住みよい環境づくりのため、浄化槽の適正な維持管理と法定検査を行うよう、皆
さんの協力をお願いします。

区分 実施頻度 内容 申し込み先

保守点検 10人槽以下の家庭用浄化槽の場合、
年3～4回

浄化槽の機器、送風機やタイマーなどの
点検調査、消毒剤の補充

県に登録している
保守点検業者

清　　掃 年に1回以上（全ばっ気方式は、お
おむね6か月に1回以上） 浄化槽内に溜まった汚泥などの抜き取り 市の許可を受けた

清掃業者

法定検査 浄化槽を使い始めてから3～8か月
以内に1回（その後は年1回）

保守点検・清掃がきちんと行われ、きれ
いな水が放流されているかを検査 （公社）茨城県水質保全協会

※�法定検査を受けていない方には、県から受検指導文書が送付されます。また、県から委嘱された茨城県水質保全監視
員が受検指導に伺う場合があります。
※�一括契約システム：保守点検・清掃・法定検査を一括して契約できます。契約を仲介する保守点検業者、清掃業者ま
たは（公社）茨城県水質保全協会にお申し込みください。

【笠間地区】※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みになります。
12月29日（土）12月30日（日）12月31日（月） 1月1日（火） 1月2日（水） 1月3日（木） 1月4日（金）

可燃ごみ収集 ○ ○ 休み
4日に振替

休み
5日に振替

休み
7日に振替 ○

不 燃・ 資 源
ご み 収 集 ○

休み
  ※24日分の
  　振替なし

休み
8日に振替

休み
9日に振替

休み
10日に振替 ○

家庭ごみ持込 ○
事業系ごみ持込 ○ 休み 休み 休み 休み ○
し尿汲み取り・
浄化槽清掃 休み 休み 休み 休み 休み

・1月1日（火）～1月3日（木）のごみ収集は休みとなります。
・�不燃ごみ・資源物収集は、1月1日（火）分を1月8日（火）に、1月2日（水）分を1月9日（水）に、1月3日（木）分を1月10日（木）
に振替収集を行います。なお、12月24日（月）分の振替収集は行いません。
・�エコフロンティアかさまに、家庭ごみを持ちこめる年内の最終日は12月29日（土）です。大変な混雑が予想さ
れますので、地域の集積所を利用するなど、計画的なごみ出しをお願いします。
・�し尿汲み取り・浄化槽清掃は、12月29日（土）～1月6日（日）が休みとなります。年末の汲み取りはお早目にお申し込み
ください。

【友部・岩間地区】※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みになります。
12月29日（土）12月30日（日）12月31日（月） 1月1日（火） 1月2日（水） 1月3日（木） 1月4日（金）

ご み 収 集 ○ 休み 休み 休み ○
ご み 持 込 ○ 休み 休み 休み 休み ○
し尿汲み取り・
浄化槽清掃 休み 休み 休み 休み 休み

・1月1日（火）～1月3日（木）のごみ収集は休みとなります。
・�環境センターに、家庭ごみを持ちこめる年内の最終日は、12月29日（土）です。12月30日（日）～1月3日（水）の環境セ
ンターへのごみ持ち込みは出来ません。ごみ持ち込みは年末年始に大変混み合いますので、必要最小限の利用として
いただきますようお願いします。
・�し尿汲み取り・浄化槽清掃は、12月29日（土）～1月6日（日）が休みとなります。年末の汲み取りはお早目にお申し込み
ください。

年末年始のごみ収集、し尿汲み取り・浄化槽清掃について

浄化槽をお使いの皆さんへ

【問い合わせ】環境保全課（内線127）

【問い合わせ】	下水道課（内線71111）・環境保全課（内線126）・（公社）茨城県水質保全協会 TEL 029-291-4004
	 茨城県県民生活環境部環境対策課 TEL 029-301-2966
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情報カレンダー 1月

1 火

元日
公共施設年末年始休業
市役所、地域医療センターかさま、児童館、図書
館（3日まで）
公民館、総合公園、岩間B＆G海洋センター、武
道館、市民体育館（4日まで）

し尿汲み取り・浄化槽清掃年末年始休業（6日まで）
いこいの家はなさか 休館日
（いこいの家 はなさか ℡0296-77-5110）

2 水
第20回 彩

いろどりはつがまいち

初窯市（6日まで）
10：00〜16：00（6日は15：00まで）
（笠間工芸の丘　℡0296-70-1313）

3 木

4 金

5 土

6 日 笠間市消防出初め式
大池公園（消防本部　℡0296-73-0119）

7 月 いこいの家はなさか 休館日
8 火

9 水

10 木

 11 金

12 土

13 日

笠間市成人式　10：00〜
市民体育館（生涯学習課　内線385）

普通救命講習会　9：00～12：00　消防本部3階
（笠間市消防本部 ℡0296-73-0119）

天狗の郷バザールdeいわま　9：00～15：00
地域交流センターいわま「あたご」
（根本　℡090-3009-7883）

14 月 成人の日
15 火 いこいの家はなさか 休館日

16 水

特設無料人権相談　10：00～15：00
地域福祉センターともべ（旧友部社会福祉会館）
（水戸地方法務局 ℡029-227-9919）

行政書士無料相談会　13：00～16：00
笠間市役所本所1階ロビー（秘書課 内線225）

17 木

18 金 地域児童相談　9：30～16：00　笠間支所会議室
（子ども福祉課 内線164）※完全予約制

19 土
友部図書館 かるた大会　14：00〜（要申し込み）
友部図書館　2階視聴覚室
（友部図書館　℡0296-78-1200）

20 日
第56回 県下中学校交歓笠間市駅伝大会
8：20〜　笠間芸術の森公園
（スポーツ振興課　内線392）

21 月 いこいの家はなさか 休館日

22 火
かさまの陶雛〜桃宴〜（3月3日まで）
陶の小径、ギャラリーロード、笠間工芸の丘ほか
（笠間観光協会　℡0296-72-9222）

23 水 行政相談　14：00～16：00
地域交流センターともべ（トモア）（秘書課 内線225）

24 木

25 金

26 土

27 日

休日納税相談窓口【市役所本所】8：30～12：00
（収税課 内線118）

友部駅前フリーマーケット　9：00～13：00
地域交流センターともべ「トモア」まちの広場
（佐藤 ℡090-3245-0880）

28 月 いこいの家はなさか 休館日
29 火

30 水

31 木

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内10：00～16：00）。祝日は休み。
※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します（市民センターいわま内10：00～16：00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9：00～16：00）。
※保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健センター年間予定表をご覧ください。

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00 市民課（交付業務のみ）
収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課税務課、収税課
木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課
※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

1日 火
磯医院 0296-74-4790

立川記念病院 0296-77-7211

2日 水
神里医院 0296-72-0177

梅里クリニック 0299-45-2002

3日 木
いけうち医院 0296-72-1105
塙医院 0296-77-0072

14日 月 常陸クリニック 0296-78-5911
※�平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、 
　診療を受けてください。

窓口延長サービス １月の休日救急診療当番 9：00～17：00
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参�加費▶大人1,000円、小・中・高校生
500円
　※�前日までのキャンセルの場合は大
人半額（小・中・高校生全額）を返
金します。

定�員▶囲碁40名、将棋30名
　（定員になり次第締め切り）
申�し込み期限▶
　平成31年1月13日（日）
　午前9時～午後5時
　※月曜休館
申�し込み方法▶各公民館へ申込書に参
加費を添えてお申し込みください。
　※�電話およびハガキでの受け付けは
できません。

申・問 笠間公民館 TEL 0296-72-2100
　友部公民館 TEL 0296-77-7533
　岩間公民館 TEL 0299-45-2080

ギャラリーロード商店会から
のお知らせ
笠間高校×ギャラリーロード商店
会がコラボ
　ギャラリーロード商店会では、笠間
高校の美術科・メディア芸術科と連携
し、各店舗に生徒が描いたデザイン画
や油彩画、陶芸のほか写真やCG映像
など多岐にわたる作品の発表・展示を
行います。
　また、展示会場を巡るスタンプラリー
に参加した方には、素敵な特典も用意
しています。
　「驚きと発見＝ギャ！！」との出会い
をお楽しみください。
※�この事業は、笠間市まちづくり市民
活動助成金を活用して実施していま
す。

日�時 ▶ 平 成31年1月12日（土）～14日
（月・祝）

場所▶ギャラリーロード商店会内
　共催店舗
参加費▶無料

申・問 ギャラリーロード商店会
TEL 0296-72-3072（代表 河原井）
笠間高校 TEL 0296-72-1711

※納税には、簡単で便利な口座振替をご利用ください。
　�12月は、納期が前倒しとなっています。口座引き落としも同
じく12月25日に引き落としとなりますのでご注意ください。
　�納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納税をお願
いします。
　口座振替で納付の方は預金残高の確認をお願いします。

12月の納税等 納期限：12月25日（火）
固定資産税
国民健康保険税

（3期分）
（7期分）

後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

（6期分）
（5期分）

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日 10月25日）
【環境モニタリング】
　　環境保全事業団より、上半期の環境モニタリングに係る資料の提出を求め、その資料に基づき次の報告を受けた。
　①�　一般大気については、笠間東公園、高田公民館、上市原地区の3ヶ所で調査した結果、二酸化硫黄、二酸化窒
素、浮遊粒子状物質（SPM）、ダイオキシン類、塩化水素のすべての項目で、環境基準値または環境目標濃度以
下であった。

　　�　また、連続監視については、管理棟・福田地区の2ヶ所で二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質（SPM）
の項目を調査した結果、いずれも環境基準値以下であった。

　②　環境騒音については、夏季に環境基準値をわずかに超過した。
　　�　道路交通騒音は、春季、夏季の夜間に環境基準をわずかに超過
したが、開業前と同程度であった。振動については、要請限度を
大きく下回った。

　③�　悪臭については、敷地境界、笠間東公園ともに規制基準を大き
く下回った。

　④�　最終処分場からの発生ガス（メタン等4項目）については、10箇
所ある測定地点で検出されたが、昨年度から大きな変化は見られ
なかった。

【次回の監視活動】
　搬入車両等対策について実施。 大気環境測定局の監視状況
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茨城県からのお知らせ
高齢者の皆さん、元気シニアバ
ンクに登録してみませんか。
　茨城県では、豊富な知識、経験、技
能等を持つ高齢者がさまざまな地域活
動に活躍できるよう、元気シニアバン
クを開設しています。
　元気シニアバンクに登録された方は、
｢茨城シニアマスター｣として、県内さ
まざまな団体等の依頼に応じて活動し
ていただきます。
　長年培ったものを地域のために活か
しませんか。ご登録については下記に
お問い合わせください。
問 社会福祉法人 茨城県社会福祉協議
会　茨城わくわくセンター
TEL 029-243-8989

笠間市からのお知らせ
第12回「♪みんなの音楽祭♪」
を開催します
　音楽を通して、障がいのある人もな
い人も一緒に楽しめる「みんなの音楽
祭」を開催します。皆さんお誘いあわせ
の上、ご来場ください。
　また、当日は参加者の誘導、機材出
し入れなどのお手伝いをしていただく
ボランティアを募集しています。平成
31年1月9日（水）までに下記へお申し込
みください。
日時▶平成31年1月19日（土）
　午後0時45分～4時
会場▶笠間公民館大ホール
　※入場無料
内容▶合唱、演奏、ダンス等
発�表団体▶市内の障害者（児）団体、福
祉施設、在宅障害者（児）等

後�援▶社会福祉法人笠間市社会福祉協
議会

申・問 笠間支所福祉課
TEL 72-1111（内線72131）

トモアからのお知らせ
駅前シネマ
　毎週木曜日は「映画の日」1月は映画
をお届けします！
日時▶
1月10日㈭「桜田門内の変！？」
1月17日㈭「私を野球につれてって」
1月24日㈭「波山を巡る旅」
1月31日㈭「巴里のアメリカ人」
①午前10時～　②午後1時～
③午後4時～　④午後7時～
場所▶トモア　マルチホール
参�加費▶一般1,000円／身障者・シニ
ア800円／子ども500円／未就学児
は無料
　※�映画を5回観ると、1回無料になり
ます。

申・問 地域交流センターともべ「トモ
ア」（友部駅前1番10号）
TEL 0296-71-6637

笠間の家からのお知らせ
第7回 笠間の作家60人展
「洗面・手洗いボウル」
　主に笠間を中心として活躍する作家
を各5名ずつ12回にわたり、総勢60名
を取り上げて紹介します。
日時▶1月4日（金）～20日（日）
　午前9時30分～午後5時
場所▶笠間の家ギャラリー

日本茶を知る。
ブレンドを楽しむ。
　ほうじ茶・番茶・煎茶・玄米茶・ハー
ブなどいろいろ試して合わせて楽しみ、
自分でブレンドした茶葉と、陶芸家の
小
こまつ

松弦
げんた

太さん、坂
さかもと

本 新
あらた

さんの茶器をど
ちらか一つ選んでお持ち帰りいただき
ます。
日時▶1月20日（日）

　午前10時～12時
費用▶3,500円（茶葉・茶器付き）
定員▶10名

申・問 笠間の家（下市毛79-9）
TEL 0296-73-5521

あたごからのお知らせ
アートクレイシルバー教室
および無料案内会
　アートクレイシルバー（銀粘土）で初
心者の方でも気軽にできるシルバーア
クセサリーを作りましょう。
日時▶
◯無料案内会
　1月19日（土）午後6時～7時
　1月20日（日）午前11時～12時
◯教室
　2月から毎月第2・4土曜日
　午後6時～8時
費�用▶2,000円/1回（＋別途材料費
2,000円～4,000円、作成キット
6,000円）

申・問 地域交流センターいわま「あた
ご」（下郷4438番地7）
TEL 0299-57-3357

笠間市公民館からのお知らせ
第12回 笠間市民囲碁・将棋大会
　囲碁・将棋を嗜む方、日ごろの練習
成果を発揮してみませんか！
日時▶平成31年1月27日（日）
　受付：午前8時30分～9時
　試合開始：午前9時30分～
会場▶笠間公民館　2階会議室
参�加対象▶大人、小・中・高校生
内�容▶
　囲碁：�ABCクラス別－スイス方式－

4回戦
　将棋：ABCクラス別－5回戦

申 …申し込み　問 …問い合わせ
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金魚ばちなど
太陽光線があたり、金魚ばちやペットボトルが
レンズと同じような働きをして、発火すること
があるので、
注意してくだ
さい。

コンロ
　てんぷらなど揚げ物を調理する時
は、少しの間でも目を離さないでく
ださい。火から離れるときは、必ず
火を消してください。
　また、コンロの火が衣服の袖口に
つかないように気を付けてください。

笠間市消防本部からのお知らせ
　笠間市消防本部では火災活動上必要な防火水槽、消火栓を定期的
に点検しています。点検の際には、消防車両により通行を妨げてし
まうことや、事業所・ご家庭の敷地内に一声かけてから入らせてい
ただくこともありご迷惑をお掛けしますが、市民の皆さんにはご理
解ご協力のほどよろしくお願いします。
　また、標識の破損や水漏れ等、不具合を見かけた際にはお近くの
消防署までご連絡をお願いします。

【問い合わせ】笠間市消防本部	 笠間消防署　℡0296-73-0119
	 友部消防署　℡0296-78-0119
	 岩間消防署　℡0299-45-0119

住宅防火のてびき

【問い合わせ】笠間市消防本部 予防課　TEL 0296-72-0874　笠間市防火管理協会　笠間市危険物安全協会

※「わたしの防災サバイバル」消防庁（http://www.fdma.go.jp/html/life/survival/pdf/h29/survival2903.pdf）を加工して作成

― 家ではこんなところに注意しましょう! ―

　家ではいろんな場所に危険
が潜んでいますので、空気が
乾燥する季節を迎え、いつも
以上に気をつけてください。

おふろ
長時間沸かしたままだった
りすると、空だきとなり危
険です。

消火器の使い方
☆�いざという時のために、消
火器の使い方を覚えてくだ
さい。使い方は、右記のと
おりです。
　※�忘れたときは、消火器本
体に記載されいますので
確認してください。

放火の予防
☆家の周りに新聞やゴミなどの燃えやすいものは
　置かないでください。
☆�ゴミは収集日の朝
に出してください。

安全ピン
（栓）をぬく。

ホースの先を
つかんで火の
方にむける。

上のレバーと下の
レバーを一緒に強
くにぎると消火剤
が放出される。

1 2 3
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　「そば家和味」は、古民家をいかした、ゆったりと落ち
着いた雰囲気のお店です。勝利さんがそば、奥様の和美
さんがごはんとお料理、スイーツ作りを担当しています。
　勝利さんは「自分が打ったそばを子どもに食べさせた
い」との想いからそばを打ち始め、和美さんは、お子さ
んの乳児湿疹をきっかけにマクロビオティック（穀物菜
食）料理を学び、そこから穀物や野菜を中心にした食生
活へと変わっていったそうです。
　そんなお二人は、子育てや仕事のことを考え、環境を
変えたいと思った時に訪れた笠間にご縁を感じて、移住

を決めました。そ
れから開業して、
今年で13年。「本
当にいろいろな
ご縁があり、ここ
まで来られまし
た。」と話してい
ました。

～夫婦で力を合わせ　開業して13年～

写真左から そば家 和味　高
たかぎ
木 勝

かつとし
利さん・和

かずみ
美さん

グルメイト　南
みなみ
 知
ともこ
子さん・内

うちの
野 弘

ひろこ
子さん

地産地消＝食べて、かさま応援！
地産地消応援団の「笠間グルメイト」が、地産地消
協力店をレポートします。この記事に関するお問
い合わせは、農政課（内線528）へ。

そば家
や

 和
な ご み

味今月の
訪問先

～取材を終えて～
・�コシのあるおそばは、そばつゆともよく絡み、と
ても美味しかったです。笠間焼の食器も、素敵で
した！
・�お料理のひとつひとつに想いがあり、笠間でオー
プンするまでのお話もとても興味深く、紹介しき
れないほどいろいろなお話を伺いました！

※取材にご協力いただける地産地消協力店を随時募集しています。

食事で、身体を整える
　「そば家 和味」のおすすめメニューは、そ
ばと小豆入り酵素玄米に小鉢がついたセッ
トです。
　そばは、主に地元・笠間市産の常陸秋そ
ばを使用した十割そばです。契約している
農家さんから、殻がついたままの「玄そば」
を仕入れ、お店で殻をむき、粉に挽いてい
るため、香り高いそばが楽しめます。つゆは、
真昆布・干ししいたけ・かつおぶしを使い
すっきりとさせることで、そばの味を引き
立てています。
　酵素玄米は、3日かけて熟成させ、もちも
ちの食感です。酵素の働きが消化を助けて
くれるそうです。玄米は、上郷の「いこまら
いすせんたあ」の自然栽培米を使い、小鉢に
使われる野菜も、地元の農家さんから直接
仕入れているそうです。
　食材へのこだわりについてお話を伺うと、
「基本的に地元の旬のものを使用していま
す。“食べたもので身体がつくられる”とい
うことを意識して食材を選び、メニューを
提供しています。」と話していました。

※�時期によって常陸秋そば以外のそばも使用
しています。
※�かつおぶし不使用（植物性原料のみ使用）の
そばつゆは、前日までのご予約で対応が可
能です。

【住所】笠間市飯合702-1　【定休日】木曜日
【電話】0296-74-2744
【営業時間】午前11時30分～午後4時

そば家 和味

※�おそばに限りがございますので、事前にお電話いただけれ
ば幸いです。

代表：高木 勝利さん・和美さん
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◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg. jp/mobile

人口と世帯数

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

栄養成分（1人分）
笠間焼うつわプレゼント

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差し上げます。このコーナーや
広報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課まで、
はがき（持参可）でお申し込みください。
※�当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

12月号締め切り：12月28日㈮必着

【笠間焼の提供】原
はら

 純
す み お

夫（笠間）サイズ：約17㎝×24㎝

主食（ごはん、パン、麺） 0
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理） 0
主菜（肉、魚、卵、大豆料理） 2sv
牛乳・乳製品 0
果物 0

詳しくは 食事バランスガイド 検索

食事バランスガイド

ふわトロ！かに玉
材料（４人分）

作　り　方

カニの身（缶詰）………………… 40g
かに風味かまぼこ（ほぐす）………4本
ブロッコリー…………………… 60g

☆卵炒め油…小さじ4（1人分小さじ1）

卵（Lサイズ）………………… 4個
長ネギ（みじん切り）………20g
生姜（みじん切り）…………20g

❶�カニの缶詰は、身と汁に分けてお
く。（汁は捨てない）
❷�ブロッコリーは小房に分け、茹で
て冷ましたら、器に入れておく。
❸�ボウルに卵を割り入れ、長ネギ・
生姜を加えよく混ぜる。さらにカ
ニの身・カニ風味かまぼこを加え
混ぜ、4等分する。
❹�フライパンに★の油を熱し、人参・
生椎茸・きくらげを炒め、具材を4
等分する。

❺�❸の卵液と❹の具材を1人分ずつ
混ぜ合わせておく。
❻�フライパンに油（小さじ1）を熱し、
1人分の❺を入れ、半熟状態に炒
めたら、❷の器に入れラップをす
る。これを繰り返し4人分つくる。
❼�あんを作る。小鍋にAを混ぜ合わ
せて火にかけ、沸騰したら火を止
める。
❽�皿に❻をかぶせて中身を出し、❼
のあんをかける。

・エネルギー	 165kcal
・たんぱく質	 11.1g
・脂　　　質	 10.5g
・塩　　　分	 1.1g

●人　口：75,020人（−10人）　男 36,724人（−8人）　女 38,296人（−2人）
●世帯数：28,891世帯（＋9世帯）　●10月の出生数：44人　●10月の死亡数：87人

《常住人口11.1現在》
（　）内は前月比較

A

あん
カニ缶詰の汁…………20ml
みりん………… 小さじ2/3
Aしょう油……小さじ1と1/3
だし汁……………… 120ml
かたくり粉……… 小さじ2

具炒め油………………… 小さじ1
人参（せん切り）……………… 30g
生椎茸（せん切り）…………… 30g
きくらげ（水で戻してせん切り）……2g

★
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和田 百
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花
（水戸市在住・入社2年目）

 

入
社
の
き
っ
か
け
は

　

学
生
時
代
に
有
機
化
学
を
勉
強
し
て
い
た
の
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

せ
る
職
種
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
就
職
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
仕
事
内
容
に
と
て
も
興
味
を
ひ
か
れ
て
入
社
試
験
を
受
け
た
の
が
弊

社
で
す
。面
接
の
た
め
に
用
意
し
た
テ
ン
プ
レ
ー
ト
的
な
言
葉
で
は
な
く
、

心
底
こ
こ
に
勤
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
面
接
で
伝
え
た
事
を
覚
え
て
い

ま
す
。

 

働
い
て
み
て
知
っ
た
こ
と

　

弊
社
は
臨
床
検
査
試
薬
と
い
う
、
普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り
目
に
し
な

い
製
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
の
検
査
試
薬
な
ど
、
社
会
を
下
支
え
す
る
製
品
を
製
造
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
扱
う
製
品
の
種
類
は
多
く
、
そ
れ
ら
に
必
要
な
資
材
や
原

料
な
ど
は
1,
6
0
0
種
類
以
上
に
も
上
り
ま
す
。

 

ズ
バ
リ
!!
わ
が
社
の
ス
ゴ
い
と
こ

　

な
ん
と
い
っ
て
も
社
内
の
風
通
し
が
良
い

と
こ
ろ
で
す
。年
齢
層
は
幅
広
い
の
で
す
が
、

と
て
も
相
談
し
や
す
く
、
雰
囲
気
が
す
ご
く

良
い
会
社
で
す
。

　

ま
た
、薬
品
を
取
り
扱
う
と
い
う
仕
事
柄
、

衛
生
面
を
徹
底
管
理
し
て
お
り
、
真
面
目
な

社
風
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

 

会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
カ
イ
ノ
ス
」は
ギ
リ
シ
ャ
語
の「
新
生
の
、

革
新
的
な
」
に
由
来
し
、
病
気
の
診
断
を
助

け
る
、
血
液
や
尿
の
中
の
生
体
成
分
を
分
析

す
る
試
薬
や
機
器
を
製
造
販
売
し
て
い
ま

す
。
本
社
は
東
京
都
本
郷
に
有
り
、
7
営
業

所
を
通
じ
全
国
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

工場の様子 作業風景
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